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地区防災計画

改訂　２０２１年３月版

（２０２０年３月版のP２８～４２についての改訂箇所のみです。）

【 地震初動編】



山田学区の町内会

表情は多様ですが、思いは一つです。

記事は２０２０年度時点の内容です。
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町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

北山田 町内会

「身に付けよう 地域ぐるみの防災力」

向こう三軒両隣の助け合いを強化するため、世帯数を考慮した

「班」を結成して、リーダーを選んでいます。

自主防災組織の女性部が炊き出しを担います。

日頃から防災意識を高めることが、行動を起こすことに着実につ

ながるように、不断の努力を重ねています。また、約400 世帯

の大きな町内会ですので、しっかりした組織づくりをおこなっていま

す。

防災委員（３年任期） には、１０ 名を超える「消防職員消防団・自

警団の経験者」が含まれています。

災害が起きることは止められませんが、減災を実現することは、

地域の力を結集すれば可能であると考えています。

北山田町 防災体制図

防災訓練の様子



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

五条 町内会

「避難集合場所に揃う 顔と顔」

児童数が増加中で、子供会と敬老会の交流が盛んです。

「災害時緊急連絡先」の名簿を整備して、昼間、勤め先に

いる人にも連絡できるように準備しています。

町内では、各組・班の避難集合場所を5 年前に決めました。

その後、「五条ふれあいまつり」の際に、一次避難する実働訓練

をおこない、最終的に「五条ふれあい会館」まで徒歩集合する

取り組みを実施しています。まさに、“継続は力なり” です。

今後もこの取り組みを継続して防災意識の高揚を図り、向こう

三軒両隣のより良い関係を築き上げながら、みんながスムーズに

避難できるようにしていきたいと考えています。

五条町

災害対策本部



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

山田 町内会

繰り返す防災訓練 身につけて

早い判断、反射的行動を目指す

高齢者の増加・子どもの減少の中、若い世代の新しい住宅が

増加中で一つの光となっています。

まさに、新旧融合の防災態勢となる。

わが町は年２回（河川沿い草刈り・町内清掃）の奉仕作業参加

率が７５％と非常に高く、また夏の行事でも模擬店を各種団体が分

担し、協力・協調性の有る町民意識は災害発生時の力強い態勢作

りになると思います。

防災訓練

令和２年度7月5日（日）

実施内容

①山田町会館２階より 火災発生を想定 火災発見・通報訓練

②自衛消防隊員を中心として、水消火器による消火訓練

③防災備品（発電機・チェーンソー、草刈り機）の操作説明会

山田町

災害対策本部



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

陽ノ丘団地 町内会

「自分の命は自分で守る！

大切な人の命をまもるために！！」

無線機を増強し、市民からも、県民からも、学区住民の

「火の見櫓」的役割を担います。

学区内一の高齢化が進んでいる町内会であり、高層化した

集合住宅の住民の交流も浅くなりがちです。

安心して暮らしていくためには

◎移動の困難な高齢者、障がい者の安否確認、支援の計画

◎防災意識向上の訓練

◎家庭備蓄の強化

防災訓練の様子



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

南山田 町内会

全員参加で高めようちいきの絆

昨年、町内会独自の防災マニュアルが完成しており、

緊急連絡票を活用して、防災隊員による参集訓練を

実施しました。

当町では、自主防災隊員による初期消火訓練の一環として、

小型ポンプによる消火訓練と消火設備の点検を月１回実施して

います。

高齢化が進む中、若い人への自主防災隊員参加を呼びかけ、

実効性の高い自主防災組織を目指したいと思います。

南山田災害対策防災本部と一次避難場所風景



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

自主防災訓練の様子

不動浜 町内会

隣近所の声掛けで『もしも』に強い町づくり

1．自身の家族の安否確認・被害状況を把握 自助

2．向こう三軒両隣の被害状況確認、お互いの助け合い 共助

3．災害に強い家づくり 家具の固定・家周りの整理整頓・防災グッズの完備

4．災害における連絡網の把握

我町内では毎月６日に定例常会を開催しています。

７８戸の世帯中、大体８０％位の出席率です。

協議事項の審議や協賛費の徴収・広報等連絡書類の配布などを

行っています。

このような習慣が６０年近く続いていると聞いております。先人達の

努力のおかげで、当町では町内全体で大小すべての行事・事業に

関して団結・連携・協力する絆が育まれています。

防災活動では、12班編成のもと、各班のリーダーが班の安否訓練

を行っています。また、震度5以上の地震が起こった場合、災害対策

本部を立ち上げ、被害状況および安否確認などのすばやい状況判

断を行います。

高齢化が進む我町内では、命を大切にするうえで、災害に対する

避難訓練を重要と考えています。また、避難困難な要介護者の救助

の方法も今後の重要課題です。



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

岡 町内会

「日頃の備えが、自分の身の安全を守る」

伝統のある「勧請吊り」や「草木祭」の祭事を守りつつ、

また毎週開催される「ぽかぽかサロン」での百歳体操、

避難訓練など、住民同士の交流を図っています。

近年、自然災害が大型化しております。早期の情報・行動が不可

欠だと思います。自分の身は自分で守るという意識の向上を図り、

災害に対して迅速かつ適切な行動が取れる地域の実状に合った訓

練が必要だと考えます。

町内会として、年２回の防災訓練を実施しております。

初期消火訓練、地震訓練、避難訓練等です。

今後は災害情報や避難所への町民の誘導・確認等の研修会の開

催や訓練の実施に取組んで行きたいと思います。小さな町内会です

ので、住民が一丸となって自助・共助・公助・協働の必要性の認識を

深めていきたいと思います。

防災訓練：初期消火訓練の様子

岡町

災害対策本部

災害時に役立つ

「もやい結び」の

講習会の様子



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

南山田団地 町内会

防災意識を高めて、安心のまちづくり

防災学習会の様子

防災機材倉庫

50数戸の小さな町内で、若い人は独立して町内を出ていくため、

かなり高齢化が進んでおり、高齢化率は60％近くになっています。

そこで、災害時の救助体制を強化する必要があり、

以前は「南山田団地の防災を考える会」を作って活動していました。

住民皆が、防災学習会、訓練を通して共通の認識を持ち、助け合っ

ていく事が重要だと考えています。

まずは健康第一。百歳体操、カラオケなど毎週実施。

世代をこえて、スポーツ大会、親睦会も実施して、住民の交流を

図っています。



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

御倉 町内会

「大事にしよう 日頃の備えと地域の絆」

自衛消防隊のメンバー（22名）を、毎年入れ替えながら、、

役員・組長を中心に、老いも若きも話し合い、助け合い活動を

共にしています。

御倉町は世帯数が60軒ほどの小さな町内会です。

日頃から、自衛消防隊を中心に町内会が連携して、いざという時の

ために備えを進めています。防災倉庫には資機材等も備えています。

災害時には、地域が一丸となって協力し合えるように、日頃からの

つながりを大切にしています。

自主防災訓練の様子



町内会名

スローガン

町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

木川 町内会

「ともに助け合い、生き抜こう」

古い文化行事（薬師堂、木川天神社、木川白鬚神社など）を守りつ

つ、新しい課題に向き合って、時代に即した町内会の活動を実施し

ています。

木川町は、古くからの集落（1/3）と約50年前に住宅開発された集落

（2/3）で構成されている町内会です。

最近では、高齢化が進み1人世帯や空き家が増えつつあるのが気に

なるところです。

コミュニケーション不足を補い、今まで以上に隣近所が声を掛け合い、

災害が起きたときに助け合える関係を築いていけたらと思います。

木川町自主防災組織は、防災訓練（小型ポンプ、消火器、救助など）、

防災啓発や年末夜警などの活動を実施するとともに防災用資機材や

備蓄食料等の整備に努め、かなり充実してきた資機材を保管する防

災倉庫の建築計画を進めているところです。

木川町

災害対策本部



町内会名
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ワンポイント

・こらむ

防災活動

の風景・状況

町内会の防災態勢について

三ツ池 町内会

共助で災害に強い町内会に

近所には店が多く災害発生時には助けになると思っています。

田圃を埋め立てて開発された土地なので、地震の際の液状化を懸念

する声もあり、避難の際、要援護者の救助や、車が使えない場合の

避難など共助が必要になります。

そのため、サロン・ヨガ・グランドゴルフ等で、町民の親睦を図っていま

す。

防災組織が出来て10年近くたち、班員の高齢化や、新しい居住者

も増えたたため、防災組織の見直しを行いました。

具体的には各班の初動時役割分担を明確にすると共に、副班長を

５名に増員しました。また、年2回は防災訓練を実施しています。

町内会費で購入した防火バケツを各戸に置いて、火災に備えていま



町内会名
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町内会の紹介

ワンポイント

・こらむ

防災活動
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新田 町内会

「もしもの時、命を守る地域の輪」

年に一度、新田町ほほえみ会（旧老人クラブ）と子ども達が

一緒にグラウンドゴルフ大会を行っています。その大会に向けて

も、子ども達が練習に参加して、楽しく交流しています。

町内会にも、まちおこしグループを結成し、若いお母さん方に

入ってただき、いろいろな意見を入れています。

災害が起きたとしても、地域が一丸となって協力し合えるように

と、日頃からのつながりを大切にしています。住民同士、自分の

家族のように思いながら、高齢者や子供たちの見守りをするように

心掛けています。町内でおこなう神輿や夏祭り、文化祭、左義長

も、地域の結束力を高める大事な機会になっています。これから

も、日頃から挨拶をし合い、声掛け合って、地域の輪を大きくして

いきたいと考えています。

新田町

災害対策本部
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出屋敷 町内会

「住む町をみんなで守る地域の輪」

出屋敷町には、自衛消防隊があり毎月１回ずつ訓練を実

施しています。女性隊員も含まれており、いざという時には

積極的に動けるように頑張って日々努力しています。

出屋敷町は新旧の住宅が混在した集落で200世帯以上の町

となり、町全体を見渡しますと高齢者が増え一人世帯の方も

多くなりました。いざ災害が発生した時には、救命救助に町民

パワーを発揮して、お互いに共助しながら安心安全な町として

地域の輪を拡げていきたいと考えています。

自衛消防隊 訓練の様子



町内会名
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・こらむ

防災活動
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車いすやリヤカーで避難の様子

起震車体験 心肺蘇生体験 毛布で簡易担架作り 消火気使用訓練

出屋敷団地 町内会

まずは一歩から

・火災に対する対策として、防火バケツを各戸に配備しています。

・毎月1回、夜に防火・防犯パトロールを実施しています。

・支援者と要援護者とのマッチングリストを全世帯が共有しています。

災害発生時には多くの被害と相当な混乱が予想されます。

その際には、防災隊員だけでなく、町内の皆さまの協力が必要です。

災害はいつ襲ってくるかわかりません。

日頃から目配り・気配りすることによって、住民同志の助け合い精神

が働き、被害も少なくすることが出来ると思います。

歴代の会長が思いえがいていた、組織体制を皆様の協力のもと、

少しずつ固めて行きたいと思っています。

1人1人が自分自身の事と思い、ご理解・ご協力いただきますように、

宜しくお願いいたします。

防災用WEB講習用QRコード

：コロナ禍での防災訓練の代替案


